
横
浜
方
式
の
都
市
づ
く
り

何
か
ほ
か
に
人
員
輸
送
を
強
化
す
る
方
法
の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。

３
　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

〈
六
大
事
業
　
そ
の
三
〉

新
し
い
都
市
づ
く
り
の
試
み

最
近
、
大
都
市
の
近
郊
で
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
が
さ
か
ん
に
お
こ
な

わ
れ
、
な
か
に
は
人
口
一
○
万
人
か
ら
三
〇
万
人
の
規
模
を
も
つ
大
型

の
も
の
も
い
く
つ
か
計
画
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ま
横
浜
で
進
め

て
い
る
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
こ
れ
ら
と
は
こ
と
な
っ
た
特
色
を
も

っ
て
い
る
。

第
一
の
特
色
は
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
都
市
を
乱
開
発
か
ら
積
極
的

に
防
衛
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
は
、
横
浜
都
心
部
か
ら
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
京
都
心
か
ら
も

二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
絶
好
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
、
面
積
は
二
、
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五
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
う
ち
宅
地
は
わ
ず
か
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
田
畑
と
山
林
、
原
野
で
、
現
在

約
一
、
八
〇
〇
戸
の
農
家
が
農
業
を
営
ん
で
お
り
、
人
口
密
度
も
非
常

に
低
い
。
い
ま
ま
で
未
開
発
の
ま
ま
残
さ
れ
て
き
た
が
、
第
三
京
浜
、

東
名
、
国
道
二
四
六
号
線
の
整
備
、
田
園
都
市
線
の
開
通
と
沿
線
の
開

発
な
ど
も
あ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
、
乱
開
発
に
よ
っ
て
く

い
荒
さ
れ
、
無
秩
序
な
ス
プ
ロ
ー
ル
地
帯
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が

あ
る
。
そ
こ
で
先
手
を
う
っ
て
、
こ
の
地
区
を
計
画
的
か
つ
総
合
的
に

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
乱
開
発
か
ら
防
衛
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
た
ん
に
住
宅
の
大
量
建
設
だ
け
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
二
の
特
色
は
、
農
民
を
ま
も
る
た
め
の
都
市
農
業
の
創
設
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
住
宅
不
足

を
解
決
す
る
た
め
の
住
宅
対
策
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
農
業
従
業
者
に

生
活
転
換
を
せ
ま
り
、
こ
れ
を
追
い
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
結
果
に
な

っ
て
い
る
。
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
農
と
住
を
こ
の
よ
う
な
対
立

関
係
に
お
か
な
い
で
、
積
極
的
に
併
存
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
近
こ
の
地
区
の
農
業
は
、
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
。
土
地
の
切
売
、

貸
家
、
デ
パ
ー
ト
の
経
営
な
ど
も
ふ
え
、
専
業
農
家
は
減
っ
て
き
て
い

る
。
乱
開
発
に
よ
っ
て
農
業
環
境
も
悪
化
し
、
営
農
を
継
続
す
る
意
欲

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
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横
浜
方
式
の
都
市
づ
く
り

が
あ
っ
て
も
、
計
画
的
な
営
農
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で

農
業
継
続
を
希
望
す
る
農
民
が
、
安
心
し
て
農
業
経
営
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
区
域
を
開
発
区
域
と
開
発
保
留
区
域

に
わ
け
、
開
発
保
留
区
域
の
な
か
に
農
業
専
用
地
区
を
も
う
け
る
こ
と

と
し
た
。
農
業
専
用
地
区
で
は
、
意
欲
の
あ
る
農
家
の
育
成
と
農
業
経

営
の
高
度
化
を
は
か
る
た
め
、
農
地
の
集
団
化
、
優
良
農
地
の
保
護
、

農
業
構
造
の
改
善
な
ど
の
農
業
振
興
施
策
を
重
点
的
に
実
施
し
、
従
来

の
近
郊
農
業
を
さ
ら
に
徹
底
し
た
「
都
市
農
業
」
と
も
い
う
べ
き
新
し

い
農
業
を
創
設
し
て
い
く
。
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
地
元
の
農
民
と

新
し
い
市
民
を
共
存
さ
せ
る
全
国
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

第
三
の
特
色
は
、
市
民
参
加
の
都
市
づ
く
り
で
あ
る
。
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
は
、
横
浜
市
の
指
導
に
よ
り
、
主
と
し
て
日
本
住
宅
公
団
施
行
に

よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
方
式
で
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い

ま
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
全
面
買
収
方
式
が

多
く
、
こ
の
方
が
事
業
主
に
と
っ
て
は
思
い
の
ま
ま
に
で
き
る
の
で
や

り
や
す
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
市
民
の
参
加
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り

で
て
こ
な
い
。
一
般
に
事
業
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
す
る
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
計
画
を
発
表
し
な
い
で
、
手
ま
わ
し
よ
く
、
用
地
買
収
を
お
こ

な
い
、
見
通
し
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
計
画
を
発
表
す
る
と
い
っ
た
や
り

方
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
は
じ
め

か
ら
計
画
を
公
開
し
、
開
発
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
地
元
の
農
民
を

中
心
と
し
た
討
議
の
な
か
で
進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
色

が
あ
る
。

将
来
人
口
三
〇
万
人

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
計
画
人
口
三
〇
万
人
、
対
象
面
積
二
、
五
三

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
干
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど

と
な
ら
ぶ
最
大
規
模
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
、
三
九

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
開
発
区
域
で
、
残
り
の
部
分
は
開
発
保
留
地
域
と
し

て
市
街
化
調
整
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
開
発
地
域
の
う
ち
、
市
営

勝
田
団
地
を
は
じ
め
、
す
で
に
開
発
ず
み
の
区
域
と
、
土
地
区
画
整
理

事
業
を
実
施
中
の
北
山
田
地
区
を
除
く
一
、
三
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、

日
本
住
宅
公
団
に
よ
る
開
発
地
区
で
、
こ
れ
は
第
一
地
区
（
五
五
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
と
第
二
地
区
（
七
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
か
ら
な
っ
て
い

る
。
開
発
保
留
地
域
の
一
部
約
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
農
業
専
用
地

区
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
専
用
地
区
は
、
都
市
農
業
を
創
設
す
る
た
め

の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
空
間
の
一
部
と
し
て
の
防
災
緑
地
、

あ
る
い
は
景
観
緑
地
と
し
て
の
機
能
を
も
も
た
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
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港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

185 地
図
　
２
ー
２
　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
土
地
利
用
計
画
図



横
浜
方
式
の
都
市
づ
く
り

あ
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
は
、
公
共
施
設
、
供
給
処
理
施
設
、
消
費
リ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
各
種
の
利
便
施
設
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
施
設
が
完

備
し
た
総
合
的
な
街
づ
く
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
事
業
も
き
わ
め
て

複
雑
で
、
関
係
す
る
部
門
も
入
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
が
総
合
的
に

調
整
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
実
現
は
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
市
で
は
、

昭
和
四
十
三
年
に
計
画
局
に
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
部
を
新
設
し
、

全
市
を
あ
げ
て
の
推
進
体
制
を
整
え
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
地
元
に
も

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
対
策
協
議
会
が
も
う
け
ら
れ
、
四
十
二
年
六

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
は
、
事
業
化
の
方
向
へ
急
速
に
進
ん
で
き
て
い

る
。
用
途
地
域
の
変
更
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
区
域
お
よ
び
事
業
の

決
定
、
早
淵
川
公
共
下
水
道
幹
線
、
下
水
処
理
場
の
計
画
決
定
、
事
業

施
行
者
で
あ
る
住
宅
公
団
へ
の
特
許
と
い
っ
た
一
連
の
法
定
手
続
も
完

了
し
た
。
ま
た
開
発
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
も
、
原
案
を
も
と
に
現
在

行
政
お
よ
び
財
政
の
両
面
か
ら
検
討
さ
れ
て
お
り
、
近
く
そ
の
全
容
が

明
ら
か
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
検
討
し
て
い
る
施
設
計
画
と
し
て
は

西
神
奈
川
・
元
石
川
線
ほ
か
六
路
線
三
万
五
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
整

備
し
、
横
浜
線
、
東
横
線
、
田
園
都
市
線
お
よ
び
第
三
京
浜
道
路
な
ど

と
結
び
、
横
浜
都
心
部
お
よ
び
東
京
方
面
と
の
連
絡
を
強
化
す
る
。

186(1)
都
市
計
画
街
路

(2)(3)(4)(5)
区
画
街
路

幅
六
～
八
メ
ー
ト
ル
と
し
、
そ
の
ほ
か
通
勤
、
通
学
、
買
物
な
ど
の
た

め
の
歩
行
者
専
用
道
路
を
も
う
け
る
と
と
も
に
、
バ
ス
停
、
学
校
、
公

園
、
商
店
な
ど
を
緑
道
で
つ
な
ぐ
。

高
速
鉄
道

市
営
三
号
線
（
本
牧
～
横
浜
～
新
横
浜
～
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
と
四
号
線

（
鶴
見
～
綱
島
・
日
吉
間
～
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
の
二
路
線
を
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
こ
の
鉄
道
に
バ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
、
通
勤
輸
送
を
お
こ
な

う
。
駅
前
広
場
を
高
速
鉄
道
の
各
駅
に
設
置
す
る
。

公
園
緑
地

地
区
面
積
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
目
標
と
し
て
、
中
央
公
園
、
自
然

公
園
、
近
隣
公
園
、
運
動
公
園
、
児
童
公
園
を
も
う
け
、
リ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
、
景
観
な
ど
を
考
慮
し
、
適
正
に
配
置
す
る
。

排
水
処
理
施
設

分
流
式
と
し
、
雨
水
は
地
区
内
外
の
下
水
路
を
へ
て
早
淵
川
、
鶴
見
川

に
放
流
し
、
汚
水
は
下
水
道
幹
線
を
へ
て
菊
名
下
水
処
理
場
で
処
理
し



た
の
ち
鶴
見
川
に
放
流
す
る
。
幹
線
下
水
道
は
、
元
石
川
・
新
羽
幹
線

ほ
か
五
幹
線
約
三
万
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
建
設
す
る
。

市
の
指
導
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
る
住
宅
公
団
の
土
地
区
画
整
理
事
業

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
開
発
区
域
の
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標
に

用
地
を
買
収
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
も
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、

市
民
参
加
の
街
づ
く
り
で
あ
る
以
上
、
用
地
買
収
も
市
民
参
加
の
か
た

ち
で
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
市
は
地
元
組
織
で
あ
る

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
対
策
協
議
会
と
相
談
し
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開

発
の
必
要
性
、
開
発
区
域
の
範
囲
、
開
発
の
手
法
、
都
市
農
業
の
あ
り

方
、
買
収
の
具
体
的
方
法
、
買
収
価
格
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
昭

和
四
十
二
年
九
月
か
ら
説
明
会
を
開
き
、
直
接
地
元
住
民
と
ひ
ざ
を
つ

き
合
わ
せ
た
話
し
合
い
を
始
め
た
。
市
の
説
明
は
、
そ
う
た
や
す
く
は

理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
売
り
渡
し
た
残
り
の
土
地

の
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
減
歩
に
な
る
こ
と
は
、
農
家
に
と
っ
て
は
迷
惑

で
、
大
変
な
痛
手
だ
と
い
う
意
見
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
四
十
三
年
二

月
開
発
対
策
協
議
会
に
常
任
、
用
地
、
農
業
、
生
活
の
各
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
の
検
討
が
始
め
ら
れ
た
。
同
年
四

月
に
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
部
と
建
設
事
務
所
が
置
か
れ
て
か
ら
、

地
元
と
の
話
し
合
い
は
、
さ
ら
に
ひ
ん
ぱ
ん
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
と
く
に
同
年
夏
の
農
繁
期
に
、
市
の
職
員
が
農
家
を
個
別
的

に
軒
先
訪
問
し
、
農
民
と
一
対
一
で
腹
を
わ
っ
て
話
し
合
い
を
続
け
た

こ
と
が
、
そ
の
後
用
地
交
渉
を
急
転
解
決
さ
せ
る
大
き
な
原
動
力
と
な

187 (6)(7)(8)(9)
河
川
改
修

流
末
河
川
と
な
る
早
淵
川
、
大
熊
川
な
ど
の
改
修
は
、
幅
二
一
～
四
八

メ
ー
ト
ル
、
延
長
八
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
工
事
を
進
め
る
。

教
育
施
設

公
団
開
発
地
区
の
人
口
を
約
二
二
万
人
と
推
定
し
、
小
学
校
二
五
校
、

中
学
校
二
一
校
、
高
等
学
校
数
校
を
建
設
す
る
。

公
益
施
設
・
商
業
施
設

行
政
総
合
セ
ン
タ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

埋
蔵
文
化
財

全
域
に
四
五
〇
ヵ
所
（
公
団
開
発
地
区
内
一
八
〇
ヵ
所
）
の
埋
蔵
文
化

財
が
あ
り
、
文
化
財
関
係
団
体
と
と
も
に
発
掘
調
査
し
、
開
発
と
保
存

の
調
和
を
は
か
っ
て
い
く
。

用
地
買
収
一
〇
〇
％
に
迫
る

業
施
設
と
し
て
地
域
セ
ン
タ
ー

停
を
中
心
に
配
置
す
る
。

を
適
正
に
配
置
す
る
。
商

を
駅
中
心
に
、
地
区
セ
ン
タ
ー
を
バ
ス



横
浜
方
式
の
都
市
づ
く
り

つ
た
。
四
十
三
年
十
二
月
開
発
区
域
が
き
ま
り
、
買
収
価
格
が
提
示
さ

れ
た
。
新
都
市
計
画
法
の
施
行
を
間
近
に
ひ
か
え
、
農
民
の
側
も
税
の

特
例
措
置
の
期
間
内
に
売
却
す
る
か
ど
う
か
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
。

後
継
者
の
意
向
は
ど
う
か
な
ど
家
族
ぐ
る
み
の
相
談
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

話
し
合
い
は
進
み
、
焦
点
は
買
収
価
格
に
む
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

提
示
価
格
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
説
明
も
、
繰
り
返
し

お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
大
部
分
の
農
民
の
了
解
が
え
ら
れ
、
四
十

四
年
六
月
に
目
標
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
買
収
を
終
っ
た
。
こ
の
間
、

地
元
説
明
会
や
窓
口
相
談
は
、
二
、
一
六
二
回
、
一
万
二
、
五
〇
〇
件

に
も
お
よ
ん
だ
。
法
律
に
よ
る
制
約
や
時
間
の
切
迫
も
あ
っ
て
、
一
〇

〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
同
意
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
計
画
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
市
民
討
議
が
な
さ
れ
た
も
の
は
、

他
に
例
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

入
居
は
五
十
一
年
以
降

用
地
の
買
収
は
、
そ
の
後
も
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
事
業
の
進
め

方
な
ど
に
つ
い
て
も
、
開
発
対
策
協
議
会
で
熱
心
な
討
議
が
続
け
ら
れ

て
い
る
。
住
宅
公
団
で
は
、
す
で
に
地
区
界
の
測
量
を
実
施
中
で
あ
り
、

市
で
も
四
十
五
年
度
に
お
い
て
一
三
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
の
関
連
事
業

費
を
計
上
し
、
都
市
計
画
街
路
、
公
共
下
水
道
、
農
業
専
用
地
区
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
な
ど
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
関
連
す
る
事
業
を
す
で
に
始
め

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在

詳
細
に
わ
た
っ
て
に
つ
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
公
団

開
発
地
区
一
、
三
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
完
成
を
め

ざ
し
て
お
り
、
入
居
は
五
十
一
年
以
降
と
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の

他
の
地
区
を
ふ
く
む
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
全
域
二
、
五
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
変
動
の
要
素
が
か
な
り
残
さ
れ
て
い
る
が
、
六
十
年

度
完
成
を
メ
ド
と
し
て
い
る
。
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